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切除不能進行胃癌・再発胃癌患者を対象とした
��������試験および  !"#$ 試験で $ %�単
剤に対する$ %�＋シスプラチン(�&&!) 併用療
法 ( !療法) の優越性が示された｡  !療法に

おける全生存期間 (� ) は�'()ヶ月と良好で,
この結果を受けて本邦では現在,  !療法が一次
治療の標準治療と位置づけられている�)｡ オキサ
リプラチン (*%�+!) に関しては$ %�を併用し
た �,療法の第Ⅱ相試験が本邦で行われ, 奏効
率と全生存期間の中央値が良好であった結果を受
けて第Ⅲ相試験 (�% �,試験) が施行された｡
その結果が�)�-年に報告され,  !療法に対する
無増悪生存期間 (!. ) の非劣性が証明された�)｡
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最新の胃癌ガイドラインで, $ %�＋オキサリプラチン (*%�+!) 併用の �,療法は
+>"�陰性の切除不能進行・再発胃癌に対する一次治療における推奨度?の標準治療と
なった｡ 今回, 切除不能進行・再発胃癌に対する �,療法の有用性を自験例で検討した｡
【方法】�)�@年��月から�)�-年��月までに  �,療法を施行したA例を対象とした｡
*%�+!は原則�))㎎B㎡をC週間毎としたが, 患者の状態により適宜減量した｡
【結果】A例の内訳は切除不能進行例D例, 再発例?例で, 男性D例, 女性?例であった｡
平均年齢はE�歳で, D例が:)歳以上であった｡ 投与回数の平均は@('回で, !FGHFIJJKLI
MKJINJI(!&) をO例に認めた｡ 有害事象は�$�P>L@()のPQQHFNMIで貧血, 末梢神経
障害などを認めたが, HFNMI'以上は貧血, 食欲不振のみであった｡ これら有害事象の発
生頻度を:)歳以上に限定し, $ %�＋シスプラチン併用療法 ( !療法) と比較したが, 低
い傾向にあった｡
【結語】 �,療法は高齢者胃癌でも有害事象が少なく, 忍容性が高いと考えられた｡
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